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1　概要

　雷予知 を短 時間内 に行 うた め に は，高速 ス キ ャ ン に

よる レ
ーダ観 測 が 有効 で ある。し か し，秒 速数十 メー

トル とい っ た上昇気 流が存在す る雷雲 で は，レ
ー

ダが

一回 の ス キ ャ ン を終 え る 5 分程度 で，雷雲 の 構造 が 変化

して し ま い そ の 詳細な挙動を観測する こ とは 出来 ない 。

そ の た め ，本研 究で は ，高速ス キ ャ ン ニ ン グが可能な

レ
ー

ダ の 開発を行っ て い る e 送信帯域を広 く （80MHz ）

す る こ とに よ り，降水粒子 か らの 反射 エ コ
ー

の 揺 らぎ

を押 さえ ， 高速 ス キ ャ ン ニ ン グ を実現す る と共 に，IF

信 号を直接 サ ン プ リン グす る こ とに よ り， 高空間分 解

能 ，ドッ プ ラー速度 の 抽出ア ル ゴ リズ ム の 開発 を行 っ

て い る。本報告で は，小電力 で 散乱 計を構成 し た 高空

間分解能 の 基礎実験 にっ い て報告 を行 う。

2 　 ブ ロ
ー

ドバ ン ドレーダとは

　図 1 に製作 したブ ロ
ー ドバ ン ド散乱計 の シ ス テ ム 構

成 図を示す。任 意信号発 生器 で 生 成 さ れ た 広 帯域信 号
．

は ，2段 の ミキサ
ー

を通過 した後，中心周波数 15．75GHz

（帯域約 80MHz ） に ア ッ プ コ ン バ ー
トされ る。送信 ア

ン テ ナ と して ， 標準角錐ホ ーン ア ン テ ナ を使用 し て お

り，同空 中線に よ り自由空間中に 放射 され た広帯域信

号 は，散乱体に よ り散乱 され ，受信 ア ン テ ナ （送信 ア ン

テ ナ と 同規格）に よ り受信さ し
，
そ の 受信信号 をダ ウン

コ ン バ ー トする こ とに よ り 12bit
，
400MHz の デ ジ タ ル

サ ン プ リン グ を 行 う。ま た
，
送 信信 号 の 1部 を reference

signal として
， 次 に 述 べ るパ ル ス 圧縮に利 用 し高空間分

解能を実現す る。本送 受信機 は ，
コ ヒ

ー
レ ン ト型 の た

め，位相は保持 され た ま ま ，受信側の AID 変換器 に よ

りデジ タ ル 記録 され る 。

　　 r 　ロ　　ロロ’　　　’　ロ　ロロ　ロ　　ロ−ロロロサ　ドド　　　　　　ロ　　ロマ
．助 　：Lff ・一・π胤　 肝　　酬P 　WF 　・a 　 即・　酬・｝　　 ”

m 　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ畑町　　　　　　 × 　　　 　　　　　　　 X 　　 　　　　　　　 ls，’iav：
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2釧胴也　　 溷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　 　 燭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 b　
　 　

1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 r

−一一一一一一齟
　　　 mp

　 　 ’　　　
　ゐ

　　
り

　　　
　

　　
“ロ

　　
LPF

　　
　

　コ
＿．　 1　　 ×　　X 　　　 lAm

°
　 讖

　 　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 脚　　 L9 ．一■一■一．冒．曹一＿一幽一凾曽齟一．一・．．．．一一．一一．

　　　　　　　 図 1 ： シ ス テ ム 構成図

3　デー
タ処理

　ブ ロ
ー

ドバ ン ドレ
ーダで は パ ル ス 圧縮技術を用 い て

デ
ー

タ処理 を行 う。 こ れ に よ り、比 較 的時間 の 長 い 送

信波 を用 い て も高距離分解能 を実現す る こ とが 出来 る。

　本 レ
ー

ダ で は、inversefitterを用 い て パ ル ス 圧縮 を

行 う。inversefitterは次式で表 され る 。

　　　　　　　　　　　　　　RRX （f）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1）　　　　　　 inversefilter＝
　　　　　　　　　　　　　　R 。 。f（f）

こ れ らの 、処理 を用 い て散乱計と し て 基礎実験を行 っ

た結果を図 2 に 示 す 。 送信波は 20〜100MHz の リニ ア

チ ャ
ープ信号を用い て お り，パ ル ス 幅が 4μ5 の パ ル ス

変調信号 と な っ て い る。その 結果 ， 図．2 の 最下端 の 図 に

示 され る よ うに ， タ
ー

ゲ ッ ト 13m の位置に 1 つ 配置 し

た場合に お い て は 13m の と こ ろ に ピー
ク が現れ

，
タ
ー

ゲ ッ トを 10m 及 び 13皿 に配置 した場合は それぞれ の

位置 に ピーク が現れ る結果 が得 られ て い る．ま た
， 縦軸

は ターゲ ッ トの 散乱断 面積 を表 し て お り
，
これ も校 正 を

行 い
，
ターゲ ッ トの散乱断面積に 対応 した値が ピー

ク値

とな っ て い る．こ の こ とは ，人為的に配 置 し たタ
ーゲ ッ

トの 散乱断面積を数 メー トル の 距離分解能 で検出する

こ とが出来た こ とを示 して い る。
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図 2： データ処理 の流れ

4　 まとめ

　広帯域信号 を用 い て ，散乱計 を製作した。送信信号

に リニ ア チ ャ
ープ 信号 を 用 い た結果 は，高空 間分解能

を実現 して い る こ とが確認 で きた。今後，高 時間分解

能，大電力化 を計 画 して い る 。
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